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全面全層拓による麦類の省力多収栽培法

′」、野正光＊・加藤晴夫＊・中村元彦＊＊

1　ま　え　が　き

本県における麦の省力多収栽培法としては，ドリル

渚などの多粂播栽培について普及してきたが，麦作に

対する意欲の減退から，作付血境は減少の一途をたど

ってきた。このため，麦の多収技術は普及せず，タバ

コの周作や自家月日こ栽培する緑化にすぎない。しかし，

近年，稲作の磯城化が進み．収穫機として，バインダ

や自脱コンバインがかなり普及してきた。これらの機

械は，麦作への利用が充分可能であるため，当場では，

昭和45年から，全面全層播による省力多収栽培法を検

討してきた。その結果，極めて省力的であり，多収化

が可能なので，その概要を報告する。

2　試　験　方　法

1．試墟年次　昭和45年～昭利50年

2．試験場所　福．島県農業．試験場畑地

5．供試条件　麦の種猟　適品種を検討するために，

昭和45年～50年の潤に．オオムギ7品槻系統，二灸オ

オムギ2占占塵，コムギ1品種を供試し，昭和45年には

施肥盆について検討したが，その他の年は標準条件で

第1衣　種類別生育収最の比較
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実施した。

4・耕相法　仝両全鮎番の作業順序は，全面湖起→

砕土→施肥→板拝→苗撞一・日拝の方式で行い，

砕土が良好の時は．施肥，播千崩をl■抽字に行った。播砥

過は，a当たり，十オムギ1．0～1．2人・ク，コムギ1．0枚

二条オオムギ1．5人■9とし，捌巴最の保雄烏㍉　a当たり，

オオムギ，コムギN；1・Dlノl：ソ，P205；1，5d吋∴（20；

0．96極とし．二条オオムギはIJ；0．91ん9，22〔）5；1．19

時一　K20；0．84吋とした。

5　試験結女王と考察

1．生育，収最の比較

捺準畦立栽培と比憤すると，氾芽深蛇は，確立：，二lミ増

では，足棚番のため，2・5～5．OC謹kJから出芽十るが，

全掴楢では，1～10∽両．■」に広く分和し，709；以上Ltd

C滞以内の凍さであった。dC〝より深い位定一壬では，山井

後の生育も弱く，生育は遅延しやすい。出芽本政は，

蛙立では77㌔当たり200本位であるが，全に・は詩では，280

～520本で，約50多多い。‥H率は約80拓で二三1った。

春季の羞数は，堰立区は〟当たり1，000～1，208本だが，

全層播では，2．8m～4，UGU本と2倍以上多い。Ht穂期

梓　長j穂

；2日≡
1。1㌦。
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以降の生育，収量は第1表に示した0出穂期は，オオ

ムギで1～5日早く，コムギでは2日早まった。一九

成熟期は．オオムギで1～4日早熟となり，豊熟期間

は，睦立の平均58日に対して全層播は57日となった0

梓長は，二条オオムギを除いて，いずれも睦立より伸

長し，オオムギで2～9C詔，コムギで8C評長い0稗長

の変異係数は，オオムギについてみると，瞳立の5・4

多に対して．全層稀では5・5頭と多く，稗長の変動が

大きくなっている。穂数は，オオムギの瞳立で㌦当た

り450～65D本に対して，880～1，050本と2倍近く多

い。二条オオムギ，コムギも同様の傾向であった0病

害の発生については，全層格は密値のため，うどんこ

病がやや多くなる傾向がみられるが，収量や品質への

影響は少ない。倒伏は，梓の弱い関取5号は．全層播

でさらに多くなった。本県のオオムギ奨励品種の中で

は，ドリルムギが舷も慮梓といえる0

子実収掛こついてみると，オオムギでは，畦立に比

較し，25～dD扉増収し，平均70．5吻／乱だが，ドリル

ムギでは74．8晦／aと最も多く，昭和47年，49年には，

80吻以上を記録した。穂数と子実収量との関係は第1

回に示したが，ドリルムギの全層横は極めて高い相関

がみられる。穂重型のペんけいむぎでは，点数が少な

第2表　作業時間の比較（1Da当たり）

いので相関は明瞭でない。品質は，オオムギの整粒歩

合をみても2．0瓜訊以上の粒は90喀以上あり，ヱ重も重

く，品質的にも良好で，検査等級の結果は1～S等の

子

穂　数（本／〟）

第1図　穂数と子実収豊の相聞

2．作業時間

作業時間を慣行の瞳立栽培と比較すると，第2表に

示すように，県平均の畦立栽培では．10a当たり92時

間かかっている。とくに，収穫，乾燥，調製に多くか

かり，次いで，中札除草，播種の作業時間が多い〇

一九　全面全層稀では，播種作業の省力化，収控の能

率化により，大型体系で11時間，小型体系でも22時間

と慣行の古～舌に省力された0

体 系 別

ら

畦　 立　 栽　 培　 の 全　　 面　 全　　 層　　 播　　 の

慣　 行　 法 （県 平 均 ） 小　　 型　　 体　　 系 大　　 型　　 体　　 系

時　 間 使 用 農 機 具 時　 間 使 用 農 機 具 時　 間 使 用 農 機 具

　 種

砕 土 ， 整 地

h

0．5

ス9 耕　 う　 ん　 磯

h

0．5

2．0 小 型 ト　ラ ク　 タ

h

0．5

0．7 トラ クタ， ロー タ リ

k 布 ， 施 肥 5．9 ク 4．7 ト　 レ ー　 ラ 1．7
マ ニ ア ロ ー－ ダ

マ ニ ア ス プ レ ッ ダ

，　 穫　 土 鼠4 ク

耕 う ん 扱

噴 霧 機

1．0 散　　 粒　　 繊 0．5 ブ ロー ドキ ャ ス タ

肥 － 0．5 ク 0．2 ブ ロ ー ドキ ャ ス タ

， 除　 草 12 ．5 0．6 動　 力　 噴 霧 機 0．5 ス　 プ　 レ　 ー　 ヤ

踏　　　 み 0．5 0．5 P　　　　 －　　　　 フ 0．1 ロ　　　　　 －　　　　　 フ

害 防 除　 他 7 6 0．° 動　 力 噴 霧 機 0．8 ス　 プ　 レ　 ー　 ヤ

乾 燥 ， 調 製

計

4 7 5

9 1．6

自 動 脱 穀 機

l

1 1．8

2 2．0

バ イ ン ダ ， 自 脱 7 0

1 1．4

コンバ イ ン，乾 燥 検

l
l

4　ま　　　と　　　め

全面全層播による省力多収栽培法について検討した

が，睦立栽培に比較し，収箆が多く，省力化が可能で

ある。栽培上の安点は，オオムギについて述べると，

品種は慮樺なものを使い，播種鼓は1．0～1．2時／a

とする。施肥ゴ丘は睦立の倍技は必要で，基肥（晦／a）

N：1．0，P205：1．0～1．2，K20：1．0とし，春季に

N：0．5を追肥する。播種後の覆土は，できるだけ浅

め（5～dC窮）にロータリなどで撹拝する。播種後の

雑草防除は，ハコベなどの広葉雑草が主体なので，除

草剤（アイオキシニル）で防除できる。全層播は播種
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むらがでやすいので，茎数増加や凍上害防止のため・

年内及び春季に踏圧するとよい○湿害防止には，ほ場

の周囲又は5～10mi‾那副こ排水溝を設ける0

以上の点に留意すれば，10a当たりオオムギdOO晦

の収畠は可能で，ちなみに50年度の経済試算をしてみ

－51－

ると，大型体系での粗収益72，980円（多妻励金含む），

生産鎧50，557円，所得42，805円であった。全血全層栽

培は．オオムギ，コムギとも可能であり．水川裏作に

も適用できるので，麦作振興が叫ばれている今日，麦

の増収法として，極めて有効な技術と■考える。

土壌水分・とダイ

原　田　昌　彦＊・

1　ま　え　が　き

水田転換畑は普通畑と異なり，水路がついている点

に特異性があり．土壌水分を人為的に管理するには好

都合な条件にある。

転換畑における畑作物の．より積極的な良質安定多

収を得るには土鳩水分が問題であり，特に干ばつ時に

おける効果的な確漑技術を確立する必要がある。

本報告は，以上の観点からダイズに対する一連の試

験から，土壌水分に対するダイズの生育反応について

取りまとめたものである。

第1表　試験設計内容

ズの生育反応

大　沼　　彦＊

2　試　験　内　容

1．ダイズに対する好適土地水分の把捉

試験方法

網室にビニールで屋根を張り降雨を除き，コンクリ

ート枠（縦横1m，高さ0．5m）を用い，ダイズの全

生育期間をそれぞれ一定の土壌水分状態に保った。そ

の場合の土鳩水分調節法は，マノメーター方式による

大起式自動調節境を使用し，各区ごとテソシオノータ

ーで連日土塊水分を確認した。なお．試験設計は第1

表のとおりである．。

区　番 区　　　　 名 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

p F 1．0 ～ 1．5 施 肥 蒐 （腑 ）； N － 1．0 ， P 2 0 5 － 5・0 ． K 2 0 ‾ 5・0

ク 1．5 ′■－2．0 品 種 ， 播 種 期 ； コ ケ シ ジ ロ， 8 月 2 5 日

〃　2 ．0 ′・）2．5 栽　 植　 様 式 ； 4 8 C帯× 1 5 C 彷 1 本 立 （15・9 本 ／ けヂ）

l ク 2 ・5 ～ 2・8 供　 試　 土　 塊 ； 山 形 鰻 試

参 考 p F 2．0 前 後
水 田 土 塊 （黒 色 土 塊 粘 土 型 ）

試験結果

試験結果については，第2表のとおりである。総括

第2表　土城水分と生育収量（昭48）

すれば土壌水分が多い程茎長は伸びるが，分枝数・着

英数は逆に減少する。

＊MasahlkoHARADA（山形貼農業試験場）　＊＊TakeshlONUMA（山形県蛙業試験場根上分場）


